寿で暮らす人々あれこれ　４７
寿地区の保護者の方々…その４
　矢頭幸子さんは、二人のお子さんを預けることで、ドヤの清掃の仕事から、８時間働く仕事に就くことができるようになりました。夫は水道工事の工務店を経営していたが倒産。
穏やかな方で、今は水道関係の日雇いをしていました。幸子さんは明るく勤勉な方でした。４畳半に親子4人でつつましく生活していました。長男が卒園した後、保育所の臨時調理員として数年働いていただきました。長女が卒園して間もなく、小学校の調理員として採用され、間もなくドヤから転居していかれました。
　木俣さんのところは、お父さんが地域活動にも積極的でした。港湾労働者としてバリバリ働いていました。お父さんの欠点は、短気なこと。それも半端ではない。時々、奥さんの増子さんは顔が青くはれ上がっていることがありました。痣が残って痛々しいほどのこともありました。雨のとき、雪が降っているときでも子どもと共に部屋から追い出されて、あてもなく街を歩き回ることも時々ありました。当相談室で一夜を明かすこともありました。後にお父さんに知られて怒鳴りこまれたりしました。「余計なことをするな。夫婦の問題だ。」ということでした。母子の立場に立っていろいろと話をしましたが、聞く耳は持ってもらえませんでした。以来、何度も同じような場面に立ち会うことにもなりました。取っ組み合いのけんかの寸前までいったこともありました。木俣さんは自分で納得しなければとことんやり合うというところがありました。納得するとコロッと気持ちが変わります。
　そんなわけで、木俣さんとは地域活動やご夫婦の問題で話すことも多く親しいけれど、険悪になることもありました。
　ある時、憔悴し切った表情で増子さんが子どもたち３人を連れて相談室に見えました。
昨夜、何の理由かわからないけど大声で怒鳴って、子どもと共にほうりだされてしまった。子どもたちの本やかばんも戸外に放り出されてしまった。関内の駅で一夜を明かしてきたという。仲介を申し出るが、中国地方の実家に戻りたいというお母さんの気持ちは思いのほか固かった。転校手続きをしてほしいと要請されるが、実家に落ち着いてから改めて考えようということにしました。
　増子さんから実家についたという連絡をもらってしばらくたったころ、お父さんが、妻や子どもの居場所を知っているだろう聞かせてくれと言ってきた。僕は、ニヤニヤしたい気持ちを抑えてお父さんの話を聞いた。しらばっくれて雑談を楽しんだ。
　増子さんの気持ちに沿って転校の手続きを済ませた。今度ばかりは増子さんも本気かな、と思っていた矢先に、子どもを連れて、増子さんが相談室に現れた。「子どもがどうしても帰りたいと言うので…」　増子さんの表情はこころなし明るく見えた。
　さて、転校手続きのやり直しか…。
次回は　考えます?
